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本研究はすでに原著論文として Journal of Cardiovascular Electrophysiology (IF: 2.942)に査読を経て受

理・掲載済であり学位論文としてふさわしい研究内容である。 
左心房の低電位領域は心房細動患者では不整脈基質となると考えられているが、その形成機序は不明な

点が多い。本研究では、心房細動患者 102 名のカテーテルアブレーション治療の術前の 3 次元コンピュー

タ断層撮影画像とアブレーション治療時に施行された 3 次元マッピングシステムで得られた画像を統合す

ることで、左心房の低電位領域と心臓および大動脈の解剖学的位置との関係について検討した独創的視点

からの研究である。特に本研究では左心房と上行大動脈が接する左心房前壁の低電位領域に注目している。

左心房前壁に低電位領域が認められた症例の大動脈や大動脈弁の構造や位置、患者背景の特徴を検討した。 
 左心房前壁に低電位領域が見られた 29 症例は、低電位領域が見られなかった 73 例と比較して、左心房

中心軸と上行大動脈中心軸からなる角度が小さく、上行大動脈中心軸と左心室中心軸からなる角度が大き

い解剖学的特徴が見られた。さらに、低電位領域が見られた症例は大動脈弁の無冠尖径が大きく、無冠尖

に接する左心房壁厚が薄く、胸郭に占める心臓の面積が大きかった。左心房中心軸と上行大動脈中心軸か

らなる角度は患者の BMI と正の相関が見られ、上行大動脈中心軸と左心室中心軸からなる角度は体重およ

び BMI と負の相関が見られた。一方で、中央値 12.8 ヶ月の追跡期間中に 20 人に心房細動が見られ、10
人に心房頻拍が観察されたが、低電位領域が見られた症例と低電位領域が見られなかった症例では心房細

動の再発率は同等であった。 
 本研究で上行大動脈の左心房壁への機械的圧迫が、左心房前壁における低電位領域の形成に関与してい

る可能性が示唆された。心房性不整脈の病態への関与が知られている左心房壁の低電位領域の形成機序の

一つの可能性を示した価値ある研究であり、本論文は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認

める｡ 
 

以  上 

 

令和 5年 2月 22日 

 


